
 新年あけましておめでとうございます   
  いよいよ 20２２年の幕が開きました。新型コロナウイルス感染症に翻弄され、日常を失っ

てから、家族親戚一同そろっての、賑やかなお正月を迎えることが困難になっていましたが、

今年のお正月は、少し感染状況が落ち着いていたため、ご家族が帰省された方や、初詣や

初売りに出かけられた方も多くいらっしゃったのではないでしょうか｡テレビで、帰省したお孫さんやお子さんと駅で抱

き合うご家族の姿を見たときには、なぜか私まで涙が出てきました｡皆さん、自分だけが苦しいのではない、世界中の

人々が我慢している。医療に従事されている方々や、飲食業や観光業等コロナ禍の影響を真正面から受けているご

職業の方々、また、感染された方々はもっと苦しいはずだと思い、これまで辛抱されてきたのではないでしょうか。少し

コロナも落ち着きを見せていましたが、やはり予想通り、ここにきて、日本中でオミクロン株が蔓延し、第６波が到来し

ました。以前「明けない夜はない」という話をしましたが、なかなか明けてくれない長い夜に、本当に心が折れそうなこ

ともありました。しかし、ここまで力を合わせて乗り越えてきたのです。長い長い夜が明けるまで、引き続き手を携えて

がんばっていきましょう。白山小学校も、新年を迎え、新たな気持ちで、再び新型コロナウイルス感染症と向き合ってま

いりたいと思います。本年も皆様方のご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 

  本日１月１１日第３学期がスタートしました。昨年末は、まとまった降雪がありました。３学期のスタートも雪を心配し

ましたが、降雪はなく、子供達は、寒くても元気に登校してきてくれました。大切なお子様をお預かりしていますので、こ

れまでも、安全面には心を砕いてまいりましたが、３学期は、雪に対する備えも必要になります｡202２年も子供達が

安心して通え、保護者の皆様が安心して送り出し、地域の方々が安心して見守ることができる学校を目指して邁進し

たいと考えます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

第３学期のスタートに向けて 

学校だよりの前号にて、第２学期の終業式に目標に関するお話をしたとお伝えしましたが、新年を迎えた第３学期

の始業式には、新しい年の目標をたてる際の心構えについてお話をしました。「本日ただいま誕生」という本を書か

れ、福井県にある大本山永平寺とも関わりのあった小沢道雄さんというお坊様に関するお話しです。映画にもなった

そうですので、ご覧になった方もいらっしゃるかもしれません。以下はそのお話の概要になります。 

 

今日から３学期が始まりました。朝一番皆さんの元気な挨拶を久しぶりに聞いたり、明るい笑顔を久しぶりに見たりすることが

できて、先生はとっても嬉しかったです。また一緒に楽しく充実した学校生活になるようにがんばっていきましょう。３学期とい

うのは、１学期、２学期と比べると、たいへん短い学期です。始まったかと思うと、あっという間に終わってしまいます。また、

３学期は１年間のまとめの学期とも言えますが、それと同時に次の学年の準備の学期でもあります｡１年生から５年生は次の学年

に進級するための準備を始めます。一つ学年が上がるわけですから、今までできなかったことにも挑戦しなければならなくなりま

す｡そのためには、今学習していることをしっかりと自分のものにしてください。わからないまま次の学年に進級しないでくださ

いね。また、６年生は、中学校に進学する準備が始まります｡今まで人に頼っていたことも、自分の力でできるようにならなけれ

ばなりません。自分の頭で考えて、自分で行動する自主性をこの３学期にしっかりと身に付けてほしいと思います。 
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２学期の終業式には、大谷選手の目標シートについて話しましたが、新年を迎えて、皆さんは目標をたてましたか？新しい年を

迎えたこの時期は、目標をたてるためにとても適した時期と言えます。大きな目標を達成するためには、小さな目標の達成を積み

重ねていかなければならないと大谷選手は教えてくれました｡友達に優しくする、お手伝いを続ける、自主学習を毎日するなど、

大きな目標に向かって、毎日少しずつでいいですから進んでいきましょう｡目標を達成するためには、今まで通りでいいや、とい

う気持ちを捨てて、新しい気持ちで挑戦するという心がけが大切です｡そういう気持ち、そういう決断、そういう行動ができるか

どうかが目標をたてるときのポイントとも言えるでしょう。 

もう亡くなられてしまいましたが、小沢道雄（おざわどうゆう）さんというお坊様がいらっしゃいました。小沢さんは、どちら

の脚も膝から下がありませんでした｡小沢さんは、戦争に行っていましたが、戦争に負けて、シベリアというすごく寒いところで

働かされました｡ある日、逃げようとした仲間を止めようとして、見張りの兵隊に撃たれてしまいました｡傷を治すために病院に運

ばれましたが、マイナス何十度という寒さの中で貨物列車に乗せられていったため、両足が寒さで凍傷になってしまい、膝から下

を切り離すしか治療ができなかったのです。 

小沢さんは、その後命がけで日本の家族のもとに帰ってきました。しかし、日本での生活もたいへんでした｡家族が生きていく

ため、食べるために必死で働いているのに、自分は何も力になれませんでした｡悩んでも落ち込んでも、何も変わらず、辛く、苦

しい日々が続きました。 

しかし、あるときひらめきました。27 歳だった小沢さんは、27 年前に生まれたことをやめにして、今日生まれ変わったこと

にしよう。そうすれば、両足がないまま生まれたことになるのだから、一切がまっさらで、何も不満がない。これが自分なんだ、

そう思えばいいんだとひらめいたのです。小沢さんは、今の自分自身をしっかりと認め、今の自分自身を大切にし、一から成長し

ていこうと考えられたのではないでしょうか。そして、 

１ ほほえみを絶やさない 

２ 人の話を素直に聞く 

３ 親切にする 

４ 絶対に怒らない 

といいう４つを心に誓ったそうです。こうして小沢さんは、最後は、岐阜県のお寺の住職さんになり、58 年の生涯を終えまし

た。 

小沢さんは、多分何度も自分で歩いて、家族のために働きたいと思ったでしょうね。でも、いつまで考えていても悩んでいても

足が動くことはない。そして、新しいスタートを切るべきだということを自分に言い聞かせるために、「本日ただいま誕生」とい

うすごい考え方を自分で発明したわけです｡足がちゃんと動いていればよかったと状況を嘆いているうちは、小沢さんは変わるこ

とはできなかったと思います。「本日ただいま誕生」と考えて、本当に新しい気持ちになったときに変わることができたのではな

いでしょうか。小沢さんの「自分はたった今生まれたんだ、ここがスタートなんだ」と思って、昔のことはきれいさっぱり忘れて

新しい道を求めた生き方は、皆さんが目標をたてるときに、とても参考になると思います。 

皆さんが新しい年を迎えるにあたって、自分の目標をたててがんばろうと思っていることは、たいへん立派なことです｡皆さん

が少しでもその目標に近づくことができるよう、自分は今日生まれたというフレッシュな気持ちで、今から目標をスタートさせて

みてはどうでしょうか。そうすることで皆さんの力も心もこれからどんどん伸びていくのではないかと校長先生は思います。皆さ

んがこの３学期、そして２０２２年、しっかりと目標を持って、大きく成長してくれることを期待しています。新しい気持ちで、

力一杯がんばりましょう！ 

 

以上が、第３学期の始業式のお話しです。実はこのお話は、目標について考えるだけのお話しではありません。本

年度より白山小学校では、SDGｓに関する本校のこれまでの取組を整理する作業に着手しています。SDGｓを学習す

る中で、白山独自の自然環境に関する取組だけではなく、人間の多様性を理解し、認め、尊敬し合える社会をつくる

ことの大切さも同時に理解していってほしいと考えています。自分と同じ人間は一人もいません。世界中の人々がみん

な同じように幸せに暮らすことができる社会にしたい、と考えられる子を育成したいという思いもあり、このお話をしま

した。様々な人の様々な考え方にふれ、広い視野で世界を見つめていくことができる大人になってほしいと考えます。 

 

 


